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 プロジェクトの実施概要  

①プロジェクトの目的 

理科離れの傾向が国際的な学術調査などか

ら浮き彫りになって20年近くが経つ。本学教

育学部では平成18年より，科学技術振興機構

のサイエンスパートナーシッププログラム

（SPP）を利用して小中学校の理科教員を対象

とした教員研修を行い，小・中学校の理科授

業の質の向上を目指してきた。また，茨城県

では，「科学技術創造立県いばらき」の将来

を担う人材を育成するため，理科授業の質の

向上と，自然体験・科学体験の充実を2つの柱

とする事業を平成23年度より始め、平成25年

度より，小中学校の理科教育を総合的に推進

するため，「いばらき理科教育推進事業」が

新たに創設された。これらの事業は，県教育

委員会でも重要な施策の1つと位置づけられ

て現在に至っている。その成果もあり、全国

学力・学習状況調査においても茨城県の理科

の成績は全国平均と比較しても良好なものと

なっている。 

本事業は，教員の指導力の向上を図るとと

もに、子どもたちの科学への興味・関心を高

めることを目的とし，「理科授業の質の向上」

と「自然体験・科学的な体験の充実」の２つ

の取組を推進するものである。 

「理科授業の質の向上」では，小・中学校

教員の指導力向上と授業改善及び小・中学校

の理科教育の円滑な接続を図るための取組を

実施する。「自然体験・科学的な体験の充実」

では，児童生徒の科学への興味・関心を高め，

科学的に探究する能力や態度の育成を図るた

めの取組を実施する。具体的な取り組みなら

びに本学教員の役割については以下「具体的

な活動計画」にて紹介する。 

 

②連携の方法及び具体的な活動計画 

下記の（１）から（４）に示す事業は茨城

県教育庁義務教育課が企画・立案し，茨城大

学教員ならびに教育学部附属学校の教員が指

導・助言等を行う。 

（１）理科教育の中核となる教員の養成 

小学校において，中学校理科の免許をもつ

教員は少ない。茨城県ではその対策として，

小学校高学年における理科の教科担任制を進

めてはいるが，人員の問題で全県的な普及に

はまだ時間がかかる。そこで，小学校すべて

の教員が自信をもって理科の授業を行えるよ

うにするため、茨城大学との連携により「理

科教育の中核となる教員の養成」を実施する

ことになった。 

この事業は「理科指導力向上研修」と「授

業実践研修」の2つからなる。中学校理科免

許を持たないが指導力のある小学校教員 30

名を選抜し，自信を持って理科の指導を行う

ことが出来る人材の育成を上記2つの活動を

通じて行う。茨城大学では「理科指導力向上

研修」を担当する。この研修では，3 日間 5
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講座で，理科教育学・物理学・化学・生物学・

地学などについて，茨城大学の教員が，安全

教育を含めた知識ならびに技能の講習を行う。 

（２）小中理科接続フォローアップ研修：実

験実技研修会  

小中学校の理科教員の観察・実験の指導力

向上を図るための研修会を実施する。授業に

おいて役に立つ知識・実験技術の習得や，科

学クラブなどの指導に役立つような内容を茨

城大学の教員が各々の専門知識を活かして指

導する。7 月末から 8 月初めにかけての 3 日

間に8講座を設定し，茨城大学教育学部，理

学部，工学部，農学部の教員が協力し，高萩・

日立・水戸・阿見の４会場にて実施する。受

講者はこれらの講座から希望する2講座を選

択して受講するよう設定した。 

（３）小中理科接続フォローアップ研修：公

開授業研究会  

毎年、各教育事務所よりモデル小学校を１

校ずつ計5校選抜し、公開授業研究会を行う。

それらモデル中学校理科教員免許を有する教

員が小学校では教科担任制または授業交換ま

たはTTにより授業を行う。中学校においては，

各教育事務所が設置した「中学校理科新教材

の活用モデル校」5 校が，新教材の活用と新

たな単元における教材開発等をテーマとした

公開研究授業を行う。モデル校10校のうち5

校において、茨城大学教育学部の教員が助言

者として，研究授業の事前指導や，当日の研

究協議会で助言指導などを行う。またモデル

小学校１校においては教育学部附属小学校教

員が出前模擬授業を行う。 

（４）科学自由研究の指導（探求基礎・活用

発展） 

夏休みの科学自由研究の指導（探求基礎）

として，茨城大学理学部，工学部，農学部、

教育学部の教員が協力して，7 月末から 8 月

初めにかけて，本学3キャンバス他県内2ヶ

所で相談会を開催し，児童生徒ならびにその

保護者に対して、自由研究を進めていく上で

の助言指導を行う。また，（活用発展）として、

10 月に茨城県児童生徒科学研究作品展研究

発表会に出展する中学生を対象として「ミニ

博士によるミニ学会」を行い，各々が自らの

研究を発表する。大学の教員がその発表に対

して、実験方法や研究のまとめ方についての

講評や，今後に向けてのアドバイスを行う。 

（５）科学の甲子園ジュニア茨城県大会 

全国の中学生が知識や実技を競い合う「科

学の甲子園ジュニア大会」の茨城県大会を毎

年8月に実施している。これに選考問題作成

助言者，および大会の運営委員として関わる

ことでより質の高い大会にするよう努める。 

 

③期待される成果 

理科教育の中核となる教員の養成における

「理科指導力向上研修」では，理科免許を持

たない小学校教員に対して、理科教育学・物

理学・化学・生物学・地学など理科の各分野

を系統的に集中的に学ぶことができる。この

講習を通じて教科指導力が向上し，これまで

曖昧だった可能性もある理科の知識を確かな

ものにし、自信を持って理科の指導が行える

ようになる。 

実験実技研修会では，小・中学校教員の理

科の観察・実験の指導力向上を図る。参加す

る教員は、研修を通じて得意分野をさらに伸

ばしたり、不得意分野を補うことが出来る。

また，児童生徒の科学的な見方や考え方，探

究意欲を高める観察・実験の在り方について

の力量が高まることも期待できる。 

公開授業研究会では，教員の理科の実践的

な授業力の向上が期待できる。また，研究協

議会を通じて地域の理科ネットワークを図る

ことができる。さらに，異校種の教員間で有

効な協議を行うことで，各々の学校や、その

教員個人の持つ問題点の共有や解決策の提案

などを議論して今後の指導に生かす事も期待

できる。 

科学自由研究の指導では，相談に来た児童
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生徒や教員ならびに保護者が，研究を進めて

いく上での問題点を解決し，研究を順調に進

めていけるようになることが期待できる。ま

た，「ミニ博士によるミニ学会」では，生徒が

自分の研究を他人に分かりやすく説明できる

よう工夫する力をつけることができる。さら

に互いの研究発表を聞くことにより，自分の

研究を客観的に評価し，他の良い発表を聞く

ことで刺激を受けることで研究意欲が向上す

るという効果も期待できる。 

科学の甲子園ジュニア茨城県大会では、茨

城大学の教員が、選考問題の助言者や運営委

員として関わることで、大会の質的向上や参

加者の満足度アップに貢献できる。 

 

プロジェクトの実施成果  

① 活動実績 

（１）理科教育の中核となる教員の養成 

本年で5年目となる本研修には県5教育事務

所より計30名の小学校教員が参加し，3日間

で理科教育学・物理学・化学・生物学・地学

について，小学校の理科を教えるために必要

な知識・技能について学んだ。研修の様子は，

茨城県の理科教育充実に向けた取り組み全体

の説明と共に茨城新聞で紹介された（図1）。 

 

図１ 理科指導力向上研修の様子  

茨城新聞（平成31年8月1日）より 

（２）小中理科接続フォローアップ研修：実

験実技研修会 

教育学部，理学部，工学部，農学部の教員

が，水戸地区（茨城大学水戸キャンパス），日

立・高萩地区（茨城大学日立キャンパスおよ

び宇宙科学教育研究センター）・阿見地区（茨

城大学阿見キャンパス）において，3 日間で

計 8 講座（「葉の特徴から樹木を見分ける」，

「海岸の地形と地層を見よう」，「最先端エネ

ルギー」，「「物質と変化」に関する実験の基本

操作」，「花粉の世界をのぞいてみよう}，「DNA

をとりだしてみよう」，「実例で考える電気分

野の実習指導」，「雑草を用いた植物の形態観

察」）を分担して研修会を実施した（図2）。 

 

図２ 実験実技研修会の案内 

 

本研修会では，テーマをできるだけ多様化

し，参加者はこれらの講座の中から受講した

い講座を自由選択できるよう工夫した。また，

それぞれの研修の内容も，実験実技研修では

あるが単なる作業になってしまわないように
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するために，配布資料（図 3）やパワーポイ

ントなどを用いが説明も詳しく行い，知識と

スキルがバランス良く身に着くようにした。 

図２ 実験実技研修配布資料（一部分）の例 

 

（３）公開授業研究会 

 今年度は小学校 5 校，中学校 5 校，計 10

校のモデル校において，公開授業研究会を実

施した。このうち小学校１校では教育学部附

属小学校教員による出前模擬授業を実施した。

中学校5校においては教育学部教員による授

業の指導助言を行った。中学校での公開授業

研究会においては，当日の助言のみでなく公

開授業についての事前のアドバイスも行った。 

 

（４）科学自由研究の指導 

 「科学自由研究の指導（探求基礎）」では，

茨城大学水戸キャンパス，茨城大学日立キャ

ンパス，茨城大学阿見キャンパス，茨城県女

性プラザ（レイクエコー），県西生涯学習セン

ターの5ヵ所で，児童・生徒と保護者を対象

とした相談会を開催し，茨城大学教育学部，

理学部，工学部，農学部の10名の教員が対応

した（図3）。 

 

図３ 科学自由研究の指導（探求基礎） 

の案内 

 

 「科学自由研究の指導（活用・発展）」は，

10月28日に，第62回茨城県児童生徒科学研

究作品展（県展）に併せて茨城県自然博物館

（ミュージアムパーク）において行った。県

展に出品した生徒がミニ博士によるミニ学会

に参加し，それぞれの研究の内容を発表した。

発表会は各市町村の指導主事の司会の下で行

われ，教育学部の5名の大学教員が指導助言

を行い，講評や今後の進め方などについての

助言を行った。参加した生徒が提出したアン

ケートには，大学教員から直接指導を受けら

れたことを評価する記述が多数見られたこと

より，有意義な貢献ができたと判断できる。 

 

（５）科学の甲子園ジュニア茨城県大会 

 科学の甲子園ジュニア茨城県大会の選考問

題の作成や当日の運営に関わった。詳細につ
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いては公表できない部分もあり割愛する。 

 

②プロジェクトの達成状況 

「理科教育の中核となる教員の養成」は本

年度で5年目となった。毎年担当してきた講

師が殆どであるため，過去４年の積み上げを

活かして有効な研修を行うことができた。授

業づくりに関する研修と教科の内容に関する

研修を連携して実施したことで，偏りのない

学びの機会になったと考えられる。3 日間の

研修で学び身につけた内容が、引き続き各学

校において参加者が行った「授業実践研修」

に有効に活かされた。 

「実験実技研修会」は，多様なテーマを複

数の会場で日程を分けて実施した。これによ

って，受講希望者が参加しやすい研修会にす

ることができた。 

「公開授業研究会」では，授業づくりへの

協力や，助言指導の講話などを通じて有意義

な研究会にするための協力ができた。特に中

学校での公開研究授業では，公開授業担当教

諭に対する当日の授業内容に関する事前指導

も実施し，密度の高い研究会にすることに貢

献できた。 

 「科学自由研究の指導」においても，参加

する児童生徒および保護者の指導に対する評

価は肯定的であり，相談会に参加した生徒の

作品が茨城県児童生徒科学研究作品展研究発

表会に選ばれるケースもあった。毎年続けて

相談会に参加する生徒もあり、自由研究のサ

ポート企画としての位置付けが定着してきた。 

 「科学の甲子園ジュニア茨城県大会」につ

いては、大会運営の重要部分に協力すること

で，全国大会における茨城県代表チームの活

躍にも貢献できた。 

 

③ 今後の計画と課題 

「理科教育の中核となる教員の養成」では、

受講対象が中学校理科の免許を持たない小学

校教員である事を踏まえると、物理学・化学・

生物学・地学のといった各教科の内容と授業

づくりに関わる教科教育学との連携をさらに

強化した構成となるよう改善を継続していく

ことが必要である。 

「実験実技研修」は例年好評であるが，受講

者が一部で固定化してしまっているので，より

幅広く受講者を募る手法も模索していかねば

ならない。そのためには，ニーズに合ったテー

マで開講していくことが特に重要である。 

「公開授業研究会」においては，現場の理科

教員同士の問題意識の共有がその場限りで終

わってしまわないように，研究会以後も相互の

繋がりを保てるような仕組みを作ることが必

要である。 

「科学自由研究の指導」では，毎年続けて相

談会に参加する生徒もある一方で，新規の相談

希望者が参加しにくいという継続的な課題が

あり，全体として参加者は年々減少していく傾

向にある。したがって，新たな参加者を呼び込

むための施策が必要である。 

本プロジェクトは，茨城県が進めている「い

ばらき理科教育推進事業」に連携して実施した。

今後も理科教育の更なる向上に資するような

取り組みを続けていくためには，この連携が緊

密で円滑なものであり続けられるよう，自治体

側，大学側双方の努力が必要である。  

学習指導要領では，理科の今後の課題として

「理科を学ぶことに対する関心・意欲や意義・

有用性に対する認識について改善が見られる

一方で，諸外国と比べると肯定的な回答の割合

が低い状況にあることや，「観察・実験の結果

などを整理・分析した上で，解釈・考察し，説

明することなどの資質・能力に課題が見られ

る」としている。それを受けて、「いばらき理

科教育推進事業」は、このような「結果の整理・

分析」や「結果を解釈・考察し，説明する」と

いった力を育成するような内容をより多く含

んだものへと変えつつ更に発展いくことにな

る。したがって，本学の連携のあり方も，こう

した動向に歩調を合わせていかねばならない。 
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